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1．はじめに
日本における都市住民と植物との関わりに関
する研究には、岡山県における都市住民の園芸
植物の好みとその地域性について論じた報告 

（小松ほか 2003）、屋敷林における植物の種類お
よび屋敷林の植物利用について木本植物を中心
に民俗学的に論じた報告（野本 2006）、花見と桜
について歴史学の視点から論じた報告（白幡 

2000）、大阪府における公園管理と花見について
論じた報告（増野 2013）などがある。
都市に生活する多くの人びとは自宅に、庭を
つくって植物を植えている（橘 2013）。庭には、
家屋と関連した特定の空間を表す意味と、そこ
で何かの行動が行われる空間としての意味、家
族が生活する場所としての「家庭」の3つの意味
がある（水島 2009）。
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多くの人にとって、庭は個人の表現であり、
庭をつくることで、価値観や内なる感情を表現
することができることが明らかにされている 

（フランシス 1996）。さらに、庭の植物は、人間
の生活に取り込まれており、庭木がその代表で
ある（進士 2002）。庭に植栽される植物は、食
用などといった実用の面からも現在社会の中で
重要性が増している（池谷 2013）。例えば、イ
ンドネシア、スマトラの都市の庭には果樹や薬
草が多く植栽されている（柴田 1996）。韓国の
都市の庭には、カキノキなどの果樹やマツなど
の常緑樹がみられる（姜ほか 1992）。アンデス
では、庶民の庭に薬用植物が多く植栽されてい
ることが報告されている（Finerman and Sackett 

2003）。
都市域での住宅の庭は、その居住者に恩恵を
与えるだけでなく、まちなみの景観や住宅地の
環境形成に果たす役割も少なくない（川根ほか 

2000）。
これまで日本の大都市の庭における植物利用
に関する研究は、邸宅の庭園を中心に庭園の利
用、居住者の生活のなかにみえる庭園観といっ
た造園生活史の観点から行われてきた（鹿野ほ
か 1998; 古山ほか 2005）。例えば、俳人正岡子
規の庭園における植物利用について歴史資料を
もとに分析した報告（古山ほか 2005）がある。
また、日本庭園における植栽の変遷について、
各時代の庭園に植栽されていた植物の種類、そ
の管理技術について論じた通史（飛田 2002）が
ある。
庶民の庭における個々の植物ごとの利用方法
に関する研究には、農村の農家の庭園趣味に関
する報告（伊藤 1993）、紀伊半島の民家庭園を
構成する植物について種ごとの利用方法を論じ
た報告（道下ほか 2007）などがある。
一方、庶民の庭は個人のテリトリー（中尾 

1986）であるため、植物利用の実態を把握する
ことは難しく、研究事例が農家の庭に比べて著
しく少ないことが現状である。多くの庭園にお

いて植栽は重要な役割を担っている。庭園の植
栽を明らかにすること、すなわち庭園にどのよ
うな植物が植えられていたか、植栽された理由
について検討することは、日本庭園史上におい
ても不可欠である（飛田 2002）。庶民が庭に植
物を植えることは、その植物に対する観念がな
ければなされない。しかし、大都市の庶民の庭
における植物利用の実態について論じた報告は
わずかであり、これまでの報告では、東京都に
おける下町の緑の実態と効用に関する報告（真
鍋 1998）、都市住宅の庭の植栽から生まれるコ
ミュニケーションに関する報告（木原 1999）、
アンケート調査を主軸として庭における食べら
れる植物の利用について論じた報告（木下 

2000）、が見られる程度である。庶民の庭を構成
する植物の種類に関する情報は断片的である。
筆者は、庶民が居住する敷地内の庭における
戦前の植物利用について記述することは、その
家のライフヒストリーと関係が深いと考えて 

いる。
本研究の目的は、東京都台東区谷中における
第二次世界大戦前の庶民の庭における植物利用
について明らかにすることである。今回調査地
として選定した谷中地域は関東大震災や第二次
大戦での空襲とともに広範囲の焼失を免れてお
り、昔ながらの街並み、長屋等が比較的残され
ている（髙野 2019）。
筆者は、2018年12月、2019年3月、5月に東京
都台東区谷中において、第二次世界大戦前に住
宅の庭で撮影された写真の閲覧が可能であり、
かつ当時の庭における植物利用について聞き取
りが可能な住宅A宅を訪問した。本稿では、世
帯主Aの庭付き住宅をA宅と呼ぶ。具体的には、
A宅において写真による庭の風景の記録を行う
とともに、A宅に住む夫（80代）と妻（70代）に
庭の植物利用や植物管理に関するインタビュー
を行った。A夫妻にインタビューを行ったのは、
現在の谷中の庶民の庭における植物利用につい
て分析するためには、戦前の庭における植物利

（ ）



髙野哲司　　戦前における庶民の庭の植物利用

総研大文化科学研究 第16号（2020） 57

用に関する情報が不可欠だからである。
インタビューは1回の訪問につき、A宅におい
て3時間程度行われた。また、インタビューの際
には、A夫妻から戦前に自宅の庭で撮影された
写真1）を提供いただき、居住者の方々と一緒に
過去の庭の写真を確認しながら個々の植物の利
用について聞き取りを行った。なお、A宅にお
けるインタビューについては、録音は行ってお
らず、ノートの記述をもとに文章化した。過去
の写真には日々の暮らしの中に埋もれ、忘れら
れてゆく時代の移り変わりが正確に記録されて
いる（白幡 2004）。筆者は、本研究において個
人のスナップ写真の分析することは、ライフヒ
ストリーのみならず周囲の自然環境や社会環境
を知るための重要な手がかりになると考えてい
る。戦前にA宅の庭で撮影された写真には、庭
の構成要素として手水鉢や木戸なども写されて
おり、庭を中心とした庶民の暮らしの様子もご
く一部であるが、垣間見ることができる。
本稿の目的は、A宅における戦前の庭の植物
利用について聞き取り調査により復元したもの
を資料として紹介することである。
本稿は、あくまでも1つの事例にすぎないが、
戦前における庶民の庭の植物利用に関する稀少
な資料として呈示する。

2．Aの暮らし
2.1　Aとその家族の紹介

Aは、1935年に東京都台東区谷中の一戸建て
の平屋で生まれた。Aは両親、兄、姉の5人で暮
らしていた。Aは小学1年生から4年生まで忍ケ
丘小学校に通っていたが、1944年から1945年8月
に終戦を迎えるまでの期間、母親と姉と一緒に
富山県に疎開した。その後、富山県から東京都
台東区谷中に戻ったが、自宅を貸家として父親
の知人に貸していたため、両親と3人で自宅付近
のアパートで生活していた。その後、1947年か
らは自宅で暮らすようになった。Aは義務教育
を終えた後、会社員となった。Aは出張が多かっ

たため、在職中は庭の管理に携わることができ
ず、庭は母親と姉が管理していた。Aは1962年
に茨城県の農家出身の妻と結婚した。妻がシソ
やサンショウをA宅に茨城県の実家から運び、
庭に植えたことがきっかけとなり、庭の植物管
理に積極的に携わるようになった。現在もダイ
オウグミをはじめとする樹木の枝の剪定などに
携わっている。
以下にAの家族を父親から順番に紹介してゆく。

Aの父親は1894年生まれで、富山県の出身で
あった。1914年に東京美術学校2）に入学して、
デザインを専攻した。大学進学に伴い出身地で
ある富山県から上京後は、東京都内のアパート
に住んでいた。1923年に庭付きの家（現在のA宅）
を購入して住むようになった。その後、結婚して、
1925年に長男（Aの兄）が生まれ、1928年に長
女（Aの姉）が誕生した。しかし、その後しば
らくして妻が急に病気で亡くなったので、1932
年に再婚した。1933年に再婚した妻との間にA

が誕生した。Aの父親の職業についてみてゆく。
東京美術学校を卒業後は松坂屋3）に就職し、美
術部に配属された。勤務先の松坂屋では、歌舞
伎座の緞帳や石鹸の包装紙をデザインする仕事
など図案に関する業務を担っていた。勤務先の
定休日は、毎週月曜日であった。55歳で定年を
迎え、松坂屋を退職した後は、60歳まで個人で
画商の仕事をしていた。父親は仕事が多忙であっ
たため、家にいる時間が少なく、Aと話をする
機会はほとんどなかったという。

Aの母親は1905年生まれで富山県の出身で
あった。1914年に上京した後、1932年に結婚し 

た。家ではミシンを用いて、裁縫に励んでいた。
Aの妻は「主人の母は綺麗好きであり、生け花
を趣味としてたしなんでいた」と語る。

Aの兄は1925年生まれである。中学生のころ
に、カメラに関心をもち、家の庭で家族の写真を
撮影していた。その後、東京薬学専門学校4）に
入学し、薬学を専攻していた。

（ ）



総研大文化科学研究 第16号（2020）58

Aの姉は1928年生まれである。自然や植物に
関心が深く、女学校で植物の栽培を学んだ。A

宅では、トマトの栽培などに携わっていた。

2.2　A宅の庭の概観

A宅の庭の外観を以下に紹介する。A宅には
様々な植物が見られる。写真1は、A宅の北面で
あり、バラ（園芸品種）、ミカン、フキが生育し
ている。

A宅の庭には現在でも戦前からの手水鉢が残
されている。写真2は、手水鉢の周囲に生育する
植物を写したものである。手水鉢の周囲には戦
前からのハランとナガバジャノヒゲが残存する。
2009年頃から妻（70代）によると帰化植物のシ
ンテッポウユリも生育が確認されている。

3．庭の植物にまつわる家族との思い出
A夫妻の語りを聴くと必ず出てくるのが、植
物にまつわる家族との思い出である。Aの父は、
カキノキ（甘柿）やダイオウグミをはじめとす
る果樹を好んだ。Aの母は、庭の花を生けるこ
とはあったが、植物の栽培には、あまり関心が
なかった。Aの家族の中で最も植物に興味を示
していたのは、Aの姉である。Aの姉は植物の栽
培について非常に興味を示し、庭で野菜を栽培
していた。
表1にA宅の庭の植物利用についてまとめ 

た。表1における植物の記載順は、学名のアルファ
ベット順に基づいている。表1より、Aが誕生し
た1935年から2019年に至るまでに、A氏宅で利
用されてきた植物は、合計110種類である。植物
の存在期間を（1）Aの誕生から第二次世界大戦
前までの時期（1935年から1945年）、（2）第二次
世界大戦後からAが結婚する前までの時期（1945
年から1962年）、（3）Aの結婚後から自宅の改築
までの時期（1962年から1976年）、（4）自宅の改
築から2019年現在までの時期（1976年から2019
年）の4つの時期に区分した。以下に表1から読
み取れることを記述する。

（1）Aの誕生から第二次世界大戦前までの時
期（1935年から1945年）では合計27種類の植物
の生育が確認され、このうち19種類の植物が利
用されていた。具体的には、鑑賞が10種類、食
用が7種類、縁起物が1種類、薬用が1種類であっ
た。
（2）第二次世界大戦後からAが結婚する前ま
での時期（1945年から1962年）では、合計23種
類の植物の生育が確認され、このうち18種類の
植物が利用されていた。具体的には、鑑賞が11
種類、食用が5種類、縁起物が1種類、薬用が1種
類であった。
（3）Aの結婚後から自宅の改築までの時期
（1962年から1976年）では、合計33種類の植物の
生育が確認され、このうち18種類の植物が利用
されていた。その利用方法は、鑑賞が13種類、
食用が4種類、縁起物が1種類、行事が1種類で 

あった。
（4）自宅の改築から2019年現在までの時期
（1976年から2019年）では、合計107種類の生育
が確認され、このうち52種類が利用されていた。
その利用方法は、鑑賞が38種類、食用が10種類、
縁起物が1種類、行事が1種類、仏花が1種類で 

あった。表1より、A宅では自宅の庭の植物は主
として、食用や鑑賞に用いていたことが読み取
れる。表1より、A宅の庭で戦前に見られた植物
の花色と果実の色についてみてみると、花色は
白色や黄色が多い傾向があること、果実は赤色
を呈する種類が多いことが傾向として読み取れ
る。
以下に植物にまつわるA宅における家族の 

思い出を21種類の植物を通して紹介する。植物
の記載順は学名のアルファベット順に基づいて
いる。

3.1　ハラン

Aの母は、庭に生えているハランの葉を切り
取り、2つの用途に用いていた。1つめの用途は、
ハランの葉を皿の上に敷きつめて、その上に菓

（ ）
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子を載せていたことである。2つの用途は、玄関
に花を飾るときにハランの葉を添えていたこと
である。このハランは、現在も庭に配置された
手水鉢付近に生育している。写真3は、ハランが
生育する手水鉢付近で1936年から1937年までの
間にAの知人によって撮影された写真である。
当時、Aの母親が赤ん坊であったAを抱いている
様子が写されている。手水鉢の付近にはハラン
が写っている。

3.2　アオキ（園芸品種）

Aの妻は、アオキ（園芸品種）について次の
ように話す。
「葉に黄色の点の模様が付いたアオキがありま
した。台所には障子があり、障子を開けるとア
オキの葉が見えました。この家は1976年に改築
する前は、台所から庭を眺めることができるよ
うになっていました。アオキが生えていたとこ
ろは、日当たりが良い場所とは言えず、1年を通
して湿り気が多い場所でした。台所には障子が
あり、その障子の外には雨戸が付いていました。」

3.3　アオキ

アオキについては、A宅に伝わるエピソード
が残されている。かつて、Aの父親が40歳ぐら
いの時に、A宅に数名の画家が集まることがあっ
た。その際に画家らがA宅の座敷から見える庭
のアオキをみて、「Aさんのところは、緑の雨が
ふるようだ。」とコメントしたという。なお、こ
の話は、かつてAの妻がAの母親から聞いた話で
ある。

3.4　シイ属の一種

シイ属の一種5）はAが生まれたときから既にA

宅の庭に生育していた（写真4）。写真4には、A

の母親が籐椅子に座り、赤ん坊のAを抱く様子
が記録されている。写真には「三十二歳」と母
親の年齢6）が記されている。Aにとって本種は、
子どものころから庭に生えていたので身近な植

物であった。本種は結実したことはないという。
現在は、樹が枯れたため伐採され、切株のみが
残されている。

3.5　カリン

Aの妻は、A宅に嫁いだ時、既にカリンが庭に
植栽されていたことを記憶している。1976年に
家を改築した際に伐採されたため、現存しない。

3.6　キュウリ

キュウリは、戦前、庭の隅につくられた畑で
栽培されていた。Aは庭で収穫したキュウリを
食べたことを記憶している。キュウリの支柱に
は、竹が活用されていた（写真5）。写真5は1942
年頃に撮影されたもので、Aの兄、母親、姉、A

が写っている。Aは、団扇を持っている。当時、
庭にはヤブ蚊が多く、団扇は、ヤブ蚊を追い払
うことに用いられていた。

3.7　カキノキ

カキノキには甘柿と渋柿があることが知られ
ているが（湯浅 2017）、A宅の庭でみられたもの
は、甘柿であり、樹高は3m程度であった。Aは、
本種の果実が枝に実っているのを見つけて、採
集し、皮をむき生食したことを記憶している。
Aの父や兄も本種の果実を生食していた。Aによ
ると、肥料をカキノキに与えることはなかった。
カキノキは、日陰で湿り気の多い土壌に生えて
いた。

3.8　ミツマタ

戦前、A宅には玄関先に植栽されていた。Aの
妻は、1962年にこの家に嫁いだ時、ミツマタの
花が咲いていたことを記憶している。Aの妻に
よると本種は紙の原料になるという7）。

3.9　ダイオウグミ

Aは本種の果実を生食したことを記憶してい
る。果実を食すると渋みがあったという。A宅

（ ）
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には近所の子どもたちもダイオウグミの果実を
採集するために訪れていた。本種の特徴は2つあ
る。1つめの特徴は果実がナワシログミよりも大
きいことである8）。2つめの特徴は、枝に棘が出
ることである。幹が2つに分岐していることも特
徴である。A宅には、本種は現在も生育してい
るが、枝が強く剪定されているために開花には
至っていない状況である。

3.10　ビワ

戦前、Aは庭のビワの果実を採集して食して
いた。当時は、菓子が不足していたので、甘味
を補うために頻繁に採集して食していた。Aの
父、姉、兄もビワの果実を採集して、頻繁に食
べていた。Aは、本種の果実は小さく、樹高は
平屋の屋根よりも高かったと記憶している。

3.11　ヤツデ

Aの妻は、ヤツデについて次のように話す。
「1962年、私がこの家に嫁いだ時、庭にはヤツ
デが沢山生えていました。私の出身地は茨城県
ですが、そこでは葉の先が八つに分かれたヤツ
デの葉を神棚に備えていました。ヤツデの葉は、
葉の先が七つや九つに分かれたものが多く、葉
の先が八つに分かれた葉は少ないです。それゆ
え、出身地ではヤツデの八つに分かれた葉を神
棚に供えると、戦争に行った人が戻って来ると
言われていました。私にとってヤツデは戦争を
思い出す植物です。」
かつて、A宅の玄関先には、ヤツデが見られ
た（写真7）。写真7は、1935年にA氏の知人によっ
て、A宅の玄関先で撮影されたものであり、ヤ
ツデが写されている。写真7の下部には、撮影年
月日が「1935.8.24」と明記されている。玄関先
には、当時赤ん坊であったAを抱くAの母親、A

の兄、Aの姉、Aの姉の友人、Aのいとこが写っ
ている。

3.12　サツマイモ

戦前、庭の隅につくられた畑でサツマイモを
栽培していた（写真6）。写真7は、1942年頃にA

の兄によって撮影されたものである。写真6には、
Aの母親が写っている。Aは、庭で収穫したサツ
マイモを食べたことを記憶している。収穫した
サツマイモは蒸して食べた。

3.13　ヤマブキ

Aは、戦前に庭にヤマブキが生育していたこ
とを記憶している。現在もA宅にヤマブキは現
存している。花色は黄色である。

3.14　トマト

A宅には、Aの母親が庭で栽培したトマトの果
実を収穫する様子を写した写真が残されている
（写真8）。写真8は、1941年から1942年までの間
にAの兄によって撮影されたものである。写真8
には、母親がトマトの果実を収穫する様子をA

の姉とAがみている様子が記録されている。現
在、この場所は隣家が建設されたために、確認
することはできない。Aはトマトについて次の
ように話す。
「戦前、姉が庭の隅の畑でトマトを育てていま
した。トマトが栽培されていた場所の日当たり
は良好でした。姉は、トマトの栽培に興味を持っ
ていました。姉はトマトを収穫する際、非常に
喜んでいました。」

3.15　ナンテン

戦前、手水鉢に近くにナンテンが生育してい
た。Aの母は赤飯を炊いたときに、ナンテンの
葉を載せていた。母親が赤飯の上にナンテンの
葉を載せたのは、ナンテンには難を転ずる、縁
起物としての意味が込められているからだとい
う。Aは、便所の近くにナンテンがあったこと
を記憶している。
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3.16　ナガバジャノヒゲ

戦前からA宅に生育している。Aの妻は、本種
をリュウノヒゲと呼び、白色の花が咲き、青紫
色の実ができることを確認している。

3.17　アサガオ

Aは、1942年頃、自宅の庭で一重のアサガオ
が栽培されていたことを記憶している（写真9）。
Aによると、この写真のアサガオはAの母親ある
いはAの父親が種子を入手して、直接地面に播
種したものに由来するという。アサガオの花色
は不明であるが、写真9より、アサガオの花は小
輪のタイプであることが推測される。写真が撮
影された場所は、日陰で湿り気が多い場所であっ
た。写真9の撮影者はAの兄である。

3.18　ザクロ

A宅にはザクロが戦前から生育している。Aは
庭にザクロの樹が生えていたことを鮮明に記憶
している。Aによると、ザクロの樹に果実は実っ
ていたが、Aの家族は、本種の果実が酸っぱい
ことを知識として持っていたので、ほとんど食
べなかったという。Aによると、1964年の時点
では樹勢が弱り、樹が枯れ始めていた。A宅に
ザクロの樹は現存しない。

3.19　シュロ

A宅にはシュロが戦前から自生している。Aに
よると、シュロは子どものころから庭に生えて
いたので身近な植物であった。Aの母親は、シュ
ロの葉先を丸く刈り込んでいた9）。

3.20　カラスウリ

A宅にはカラスウリが戦前から自生している。
A氏の母は、カラスウリは化粧品になると話し
ていた。A宅の庭では、現在もカラスウリは開
花しており、赤い果実が確認されている。

3.21　フジ

A宅には、1945年に撮影されたフジの写真が
残されている（写真10）。写真10は、雪の日に撮
影されたものであり、フジの蔓、フジ棚以外に
雪を被ったハランやシュロも写っている。Aに
とって、庭のフジは身近な植物で有った。花色は、
紫色を呈していた。現在は、生育を確認するこ
とができない。

4．A宅における庭の植物管理
ここでは、A宅の庭において、どのような植
物管理が行われていたかについて紹介する。戦
前、A宅の庭では、庭の片隅にトマトなどの野
菜を栽培する畑がつくられていた。畑の畝づく
りや水やりは当時、女学校に通っていた姉が 

担っていた。Aの姉が出かけている時は、水や
りは母親が行っていた。当時、糞尿の回収にお
穢屋10）が訪問することがあった。姉は便所から
糞尿をくみ取り、お穢屋に渡していた。当時は、
現在のように化学肥料がなかったので、糞尿を
肥料として用いていた。姉は便所から糞尿をく
み取り、その糞尿を野菜の下肥として利用して
いた。

5．考察
5.1　A宅の庭の植物の特徴

本研究の目的は、東京都台東区谷中における
戦前の庶民の庭における植物利用について明ら
かにすることであった。A宅で戦前に利用され
ていた19種類の植物のうち、現存する植物は4種
類であり、現存しない種類は15種類であった。
ここでは、A宅において戦前に見られた植物
について、その特徴を紹介する。
戦前に見られた植物の特徴としては、常緑で
耐陰性があり、赤色の果実をつけることがあげ
られる。ナンテン、アオキはこれらの特徴を有
している。一方、戦後に見られた植物の特徴と
しては、明治以降に渡来した種類が多く、在来
植物には見られない花色や特有の形態をもつ花
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をつけることがあげられる。アルストロメリア
やウキツリボクはこれらの特徴を有している。

5.2　自宅の庭で食用になる植物を栽培するこ

との意味

戦前、A宅の庭において利用されてきた植物
には、サツマイモやトマト、キュウリなどがあ
げられる。Aは「戦前は食べるものが少なかっ
たので、サツマイモなど食生活につながるもの
を植えていた。」と話した。A宅では、戦前の庶
民の庭では、長屋のように木箱の中でアオジソ
など野菜を木箱で栽培すること（髙野 2019）は
なかったものの食生活につながる種類を栽培し、
利用されていたことが示唆される。

A夫妻によると、Aの父は庭に見られた植物の
中でもとりわけビワなどの果樹を好んだという。
表1よりA宅の庭で見られた植物の中から果樹を
列挙するとカリン、カキノキ、ダイオウグミ、
ビワ、ザクロの5種類があげられる。庭付きの家
に暮らす人々にとっての庭の植物は、観賞用で
あると同時に食用にできるか否かで選ばれるこ
とが多い（池谷 2013）。A宅の庭で見られたこ
れらの植物は花や実を楽しむことができる特徴
を有していると考えられる。ザクロについては、
A宅では食用にされたことはなかった。このこ
とからザクロは果樹でありながらも、A宅では
果実の形状や色合いが重視されていたことが示
唆された。

5.3　儀礼としての植物利用

儀礼としての植物利用については、ヤツデの
事例がみられた。ここでは、A宅の庭でみられ
たヤツデの事例について考察を行う。A宅では
戦前からヤツデが多く生育していた。3.8で先述
したようにAの妻の出身地では、ヤツデは戦争
との関係がある植物であった。本種は、民間で
は魔よけや厄よけになるとして門前に植えられ
た（湯浅 2017）。また、本種は常緑性で耐陰性
があり、施肥の手間がかからないため、第二次

世界大戦前より谷中地域の長屋では良く見られ
た（髙野 2019）。このようなことを踏まえると、
戦前、A宅の庭においてヤツデが多く確認され
たのは、常緑樹で栽培管理が容易であり、葉を
魔よけや厄よけとして活用することができるた
めであると考えられる。

6．おわりに
以上、東京都台東区谷中におけるA宅の庭に
おける植物利用の事例を資料として紹介した。
本研究では、戦前の庶民の庭の植物利用につ
いて過去の庭の写真が残されているA宅を訪問
し、聞き取り調査を行った。その結果、戦前の
谷中地域の庶民の庭における植物利用の一端が
明らかになった。
現在では、第二次大戦前の生活環境を知る 

方々は高齢になり、植物利用に関する聞き取り
調査や過去の写真の閲覧は困難であるように思
われる。
庶民の庭における植物の種類や利用方法につ
いては、第二次世界大戦前と第二次世界大戦後
では変化があるように思われる。具体的には、
A宅にはナガバジャノヒゲやハランのように戦
前からの植物も一部は現存しているが、フジな
ど現在では生育が確認できない種類もある。聞
き取り調査を続けながら第二次世界大戦前およ
び1970年代の高度成長期における日本人の暮ら
しや社会情勢について捉えてゆくことが研究課
題である。
本稿は、A夫妻にインタビューを行った結果
の一部を短文にまとめたものにすぎないが、戦
後74年が経過した現在では第二次大戦前の植物
利用に関する知見や庭で撮影された写真は大変
貴重な資料であると筆者は考えている。
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注
1）A宅には、第二次世界大戦前に庭で撮影された
家族の写真がアルバムの中に多数保管されてい
る。写真の撮影者はAの兄またはAの知人である。
2）東京都内に位置するデパート。
3）現在の東京藝術大学を示す。
4）現在の東京薬科大学を示す。
5）Aは、本種をシイの樹と表現している。シイと
名の付く植物には、ツブラジイとスダジイ以外
にマテバシイがあるが（湯浅 2004）、葉の形状か
ら本稿で紹介したシイの樹は、マテバシイでは
なく、ツブラジイまたはスダジイのどちらかで
あると同定した。ただし、果実を確認すること
ができないため、本稿ではツブラジイとスダジ
イの区別はせず、シイ属の一種とした。
6）Aによると、母親の年齢は数え年で記載されて
いる可能性が高いという。
7）ミツマタは和紙の原料の1つである。江戸時代
までコウゾ、ガンピと並び、和紙には欠かせな
い存在であった（湯浅 2017）。
8）ナワシログミの果実は長さが約15mmであるが、
ダイオウグミは、前者よりも果実が大きく長さ
17～ 20mmになる（北村・村田 1971）。
9）シュロの葉は成長するに伴い、葉の先が折れ曲
がる性質がある。
10）糞尿を回収する業者のこと。
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写真 1　A宅の庭の概観
特記：赤字は植物名を示す。  
出所：2019年 5月東京都台東区谷中にて筆者撮影。

写真 2　A宅の庭の手水鉢
特記：赤字は植物名を示す。 
出所：2019年 3月東京都台東区谷中にて筆者撮影。
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写真 3　ハランが生育する手水鉢付近で撮影された写真。
特記 1：1936年から1937年までの間にAの知人により撮影されている。  
特記 2：赤字は、植物名を示す。  
出所：A夫妻提供による。

写真 4　背景にシイ属の一種が写る写真。
特記 1：1936年から1937年までの間にAの知人により撮影されている。  
特記 2：赤字は、植物名を示す。  
出所：A夫妻提供による。

（ ）



髙野哲司　　戦前における庶民の庭の植物利用

総研大文化科学研究 第16号（2020） 67

写真 5　庭でキュウリが栽培されている様子
特記 1：1942年頃に Aの兄により撮影されている。
アサガオも写っている。

Aによるとカメラのセルフタイマー機能を
用いて撮影されたという。
特記 2：赤字は、植物名を示す。  
出所：A夫妻提供による。

写真 6　 A宅の庭でサツマイモが栽培されている様
子

特記 1：1942年頃に Aの兄により撮影されている。
トマト、キュウリも写っている。  
特記 2：赤字は、植物名を示す。  
出所：A夫妻提供による。

写真 7　A宅の玄関先におけるヤツデの写真
特記 1：1935年 8月 24日に Aの知人により撮影さ
れている。  
特記 2：赤字は、植物名を示す。  
出所：A夫妻提供による。

写真 8　Aの母親がトマトの果実を収穫する様子
特記 1：1942年頃 Aの兄により撮影されている。
サツマイモも写る。  
特記 2：赤字は、植物名を示す。  
出所：A夫妻提供による。
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写真 9　庭でアサガオが栽培されている様子。
特記 1：1942年頃 Aの兄により撮影されている。
カキノキ（甘柿）、トマトも写る。  
特記 2：赤字は、植物名を示す。  
出所：A夫妻提供による。

写真 10　A宅の庭のフジの写真
特記 1：1945年に撮影された。撮影者は不明である。 
特記 2：赤字は植物名を示す。  
出所：A夫妻提供による。
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ボ
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ン
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仁
田
坂
（
20
09
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よ
る
。
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網
掛
け
の
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は
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生
育
は
確
認
さ
れ
て
い
る
が
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用
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
。
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の
庭
に
自
生
し
て
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植
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で
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植
栽
さ
れ
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る
種
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と
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さ
れ
る
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来
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コ
ン
ニ
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ク
は
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植
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が
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芋
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磯
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植
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植
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タ
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と
に
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者
作
成
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